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主
題 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
ま
ず
、
先
学
の
論
考
か
ら
主
な
も
の
を
要
約
し
て
次
に
掲
げ
る
。 

  

１ 

〈
生
き
る
た
め
に
各
自
が
持
た
ざ
る
を
え
な
い
エ
ゴ
イ
ズ
ム
〉 

 
 

〈
善
に
も
悪
に
も
徹
底
し
え
な
い
不
安
定
な
人
間
の
姿
〉
（
吉
田
精
一
） 

 

２ 

〈
善
と
悪
を
同
時
に
併
存
さ
せ
て
い
る
と
こ
ろ
の
矛
盾
体
で
あ
る
人

間
そ
の
も
の
〉
（
駒
尺
喜
美
） 

 

３ 

〈
追
い
つ
め
ら
れ
た
限
界
状
況
に
露
呈
す
る
人
間
悪
〉
（
三
好
行
雄
） 

 

４ 

〈
世
俗
の
虚
偽
的
な
価
値
や
道
徳
に
反
逆
す
る
若
者
の
自
己
解
放
〉

（
関
口
安
義
） 

 

５ 

〈
濃
密
な
恐
怖
の
雰
囲
気
に
よ
る
美
的
な
世
界
の
創
出
〉 

 
 

〈
昼
の
世
界
に
対
す
る
夜
の
世
界
。
日
常
的
、
世
俗
的
世
界
の
転
換
を

も
た
ら
す
羅
生
門
と
い
う
異
空
間
〉（
平
岡
敏
夫
） 

 

６ 

〈
主
人
と
下
人
の
関
係
を
転
倒
さ
せ
る
物
語
、
下
人
が
お
の
が
生
の

《
主
人
》
公
と
な
る
物
語
〉（
杉
本
優
） 

 

７ 

〈
〈
語
り
手
〉
こ
そ
下
人
の
生
き
る
観
念
の
闇
と
い
う
ア
ポ
リ
ア
に
立

ち
向
か
う
〉（
田
中
実
） 

 

８ 

〈
排
除
と
い
う
秩
序
維
持
の
機
構
を
下
人
が
相
対
化
し
あ
ぶ
り
だ
す

「
物
語
」
〉
（
篠
崎
美
生
子
） 

 

９ 

〈
語
り
手
〉
の
〈
意
図
の
も
と
に
出
来
事
を
語
る
と
い
う
試
み
を
貫

徹
す
る
こ
と
の
限
界
を
示
す
〉（
小
谷
瑛
輔
） 

 

10 

〈
闇
を
語
る
と
い
う
行
為
が
抱
え
込
ま
ざ
る
を
得
な
い
死
角
そ
の
も

の
〉
（
石
川
巧
） 

 

 

主
題
は
作
者
の
意
図
と
考
え
ら
れ
る
も
の
と
す
る
立
場
か
ら
、
往
々
に
し

て
「
作
者
は
こ
の
小
説
で
何
を
書
こ
う
と
し
た
の
か
」
と
い
う
形
で
問
わ
れ

る
。
だ
が
、
作
者
の
意
図
が
そ
の
ま
ま
作
品
に
反
映
す
る
ほ
ど
虚
構
の
創
造

は
単
純
で
は
な
い
。
書
き
上
げ
ら
れ
た
作
品
は
作
者
を
置
き
去
り
に
し
て
生

き
る
。
実
際
に
書
き
上
げ
ら
れ
た
作
品
に
つ
い
て
作
者
の
注
解
が
あ
る
と
し

て
も
、
そ
れ
は
多
く
の
読
み
手
の
注
解
の
一
つ
に
す
ぎ
な
い
。
授
業
で
は
、

主
題
を
「
作
品
の
中
心
と
な
る
思
想
内
容
」
と
解
す
れ
ば
十
分
で
あ
る
。
作

品
か
ら
く
み
取
れ
る
「
人
間
」
や
「
人
間
に
か
か
わ
る
世
界
」（
社
会
、
自
然

な
ど
）
の
「
あ
り
方
」
に
つ
い
て
の
中
心
的
な
考
え
を
、
指
摘
で
き
れ
ば
よ

い
の
で
あ
る
。
中
心
的
と
い
っ
て
も
唯
一
の
正
解
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
こ

と
は
、
前
述
の
要
約
を
見
る
だ
け
で
十
分
に
了
解
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。 

 

授
業
展
開
を
終
え
て
、
構
成
的
に
要
約
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。 

  

「
盗
人
に
な
る
」
こ
と
に
た
め
ら
い
が
あ
っ
た
下
人
が
、
荒
廃
の
羅
生
門

楼
上
で
老
婆
の
「
死
者
の
髪
を
抜
く
」
行
為
を
目
撃
し
、
憎
悪
に
駆
ら
れ
て

老
婆
を
捕
ら
え
る
が
、
そ
の
老
婆
の
「
生
き
る
た
め
に
し
か
た
が
な
く
し
た

こ
と
は
許
さ
れ
る
」
と
い
う
弁
明
を
聞
い
て
、
果
断
に
「
盗
人
」
と
な
っ
て

闇
の
彼
方
に
去
っ
た
と
い
う
出
来
事
（
を
語
る
「
作
者
」
の
誕
生
）
。 

  

こ
こ
か
ら
取
り
出
し
う
る
事
柄
を
五
十
字
ほ
ど
で
要
約
し
て
み
る
。 

 

ま
ず
、
契
機
を
得
て
変
わ
り
う
る
人
間
の
物
語
と
と
れ
ば
、 

 
 

ａ 

躊
躇
か
ら
決
断
、
実
行
へ
、
と
い
う
行
動
心
理
の
側
面
で
、 

 
１ 

人
間
は
行
為
の
正
当
化
の
口
実
を
得
た
と
き
、
初
め
て
た
め
ら
い
を

断
ち
果
敢
に
実
行
に
踏
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
。 

 

２ 
自
己
決
定
の
逡
巡
を
突
き
破
る
に
は
、
人
間
は
他
者
の
行
為
と
言
葉
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に
よ
る
保
証
の
契
機
を
必
要
と
す
る
。 

  
ま
た
、
行
為
の
善
悪
を
前
面
に
置
い
て
捉
え
る
な
ら
、 

 
 

ｂ 
善
悪
の
価
値
判
断
と
い
う
側
面
で
、 

 

３ 

生
き
る
こ
と
を
第
一
義
と
す
る
限
り
、
善
悪
を
取
り
立
て
て
も
意
味

は
な
い
。 

 

４ 

善
悪
の
範
囲
も
濃
度
も
相
対
的
で
あ
り
、
立
場
や
見
方
が
変
わ
れ
ば

評
価
は
一
変
す
る
。
善
悪
の
判
断
に
絶
対
的
な
根
拠
は
な
い
。 

  

さ
ら
に
、
人
間
存
在
の
特
質
に
焦
点
を
合
わ
せ
る
と
、 

 
 

ｃ 

人
間
の
宿
業
と
い
う
側
面
で
、 

 

５ 

ど
ん
な
行
為
も
正
当
化
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
し
、
合
理
化
で
き
て

し
ま
う
と
い
う
言
葉
の
戯
れ
に
生
き
る
人
間
の
あ
り
方
。 

 

６ 

ど
ん
な
行
為
に
も
必
ず
善
悪
の
判
断
を
加
え
ず
に
は
い
な
い
倫
理
的

な
存
在
で
あ
る
人
間
の
特
質
を
逆
説
的
に
証
明
す
る
。 

 

７ 

他
者
を
拒
絶
し
、
そ
の
場
の
情
動
に
左
右
さ
れ
て
自
己
中
心
的
に
行

動
す
る
若
者
の
空
虚
さ
。 

 

８ 

自
己
の
行
為
の
意
味
を
突
き
詰
め
ず
、
現
実
に
し
が
み
つ
い
て
生
き

る
だ
け
の
人
間
の
生
の
実
相
。 

 

９ 

人
間
は
他
者
と
の
関
係
の
中
で
不
確
か
に
揺
れ
動
く
自
己
を
抱
え
な

が
ら
、
自
己
の
生
を
導
い
て
い
る
。 

  
 

ｄ 

創
作
を
現
在
に
お
い
て
展
開
す
る
「
作
者
」
に
焦
点
を
合
わ
せ
る

と
、 

 

10 

古
典
作
品
や
歴
史
的
背
景
を
自
由
に
再
構
成
し
て
近
代
的
な
小
説

を
創
造
す
る
、
寄
る
辺
な
い
「
作
者
」
の
誕
生
を
描
い
て
い
る
。 

  

古
い
も
の
や
些
細
な
も
の
が
捨
て
ら
れ
、
す
べ
て
の
も
の
が
進
歩
し
、
新

し
く
な
る
こ
と
が
人
間
に
と
っ
て
常
に
良
い
こ
と
と
は
限
ら
な
い
。
失
っ
て

か
ら
は
じ
め
て
気
づ
く
よ
う
な
も
の
の
中
に
こ
そ
、
か
け
が
え
の
な
い
、
自

分
自
身
を
確
認
す
る
契
機
が
あ
る
。 
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構
成 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
構
成
１ 

羅
生
門
の
舞
台
と
下
人
の
動
き
を
場
面
を
中
心
に
捉
え
、
短
編
小
説
の
典
型
と
し
て
、
全
体
を
「
起
・
承
・
転
・
結
」
の
四
段
落
に
分
か
つ
。 

 
 

第
四
段 

 

第
三
段 

 

第
二
段 

 

第
一
段 

 

段
落 

｢

楼
上
」
引
剝
ぎ
の
段 

Ｐ
一
九
二
・
５
〈
下
人
は
、
太
刀
を
鞘
に

収
め
て
〉
〜 

終
わ
り 

 ｢

楼
上
」
老
婆
捕
ら
え
の
段 

Ｐ
一
八
九
・
10
〈
そ
こ
で
、
下
人
は
、
両

足
に
〉
〜 

Ｐ
一
九
二
・
４
〈
大
体
こ
ん
な
意
味
の
こ

と
を
言
っ
た
。〉 

｢

は
し
ご
」
楼
内
う
か
が
い
の
段 

Ｐ
一
八
六
・
７
〈
そ
れ
か
ら
、
何
分
か
の

後
で
あ
る
。〉
〜 

Ｐ
一
八
九
・
９
〈
と
う
に
忘
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。〉 

｢

門
の
下
」
雨
宿
り
の
段 

初
め
〜 

Ｐ
一
八
六
・
５
〈
そ
の
は
し
ご
の
い
ち
ば

ん
下
の
段
へ
踏
み
か
け
た
。〉 

ペ
ー
ジ
・
行 

１
節
（
Ｐ
一
九
二
・
５
〜
Ｐ
一
九
三
・
11
）
老
婆
の
話
を
聞
い
て
い
た
下
人
の
心
に
あ
る
勇
気
が
生
ま
れ
た
。
門
の
下
で
は
欠
け
て

い
た
勇
気
で
あ
る
。
下
人
は
「
俺
も
そ
う
し
な
け
れ
ば
、
飢
え
死
に
を
す
る
体
な
の
だ
。」
と
言
う
や
い
な
や
、
す
ば
や
く
老
婆
の

着
物
を
剝
ぎ
取
る
と
、
は
し
ご
を
駆
け
下
り
た
。
し
ば
ら
く
し
て
起
き
上
が
っ
た
老
婆
が
門
の
下
を
の
ぞ
き
込
む
と
、
外
に
は
、

黒
洞
々
た
る
夜
が
あ
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。 

２
節
（
Ｐ
一
九
三
・
12
）
下
人
の
行
方
は
、
誰
も
知
ら
な
い
。 

１
節
（
Ｐ
一
八
九
・
10
〜
Ｐ
一
九
〇
・
15
）
飛
び
出
し
た
下
人
は
逃
げ
る
老
婆
を
取
り
押
さ
え
た
。
無
力
な
老
婆
を
前
に
下
人
の
憎

悪
は
冷
め
、
得
意
と
満
足
を
味
わ
う
。
下
人
は
老
婆
に
何
を
し
て
い
た
と
尋
ね
る
。 

２
節
（
Ｐ
一
九
〇
・
10
〜
Ｐ
一
九
〇
・
15
）
髪
を
抜
い
て
か
つ
ら
に
す
る
と
い
う
、
老
婆
の
存
外
平
凡
な
答
え
に
下
人
は
失
望
を
感

じ
、
憎
悪
と
侮
蔑
の
心
が
動
い
た
。
老
婆
は
、
生
き
る
た
め
に
し
か
た
が
な
く
す
る
行
為
は
悪
と
は
思
わ
な
い
と
弁
明
す
る
。 

１
節
（
Ｐ
一
八
六
・
７
〜
Ｐ
一
八
八
・
３
）
楼
の
上
で
、
誰
か
が
火
を
と
も
し
て
い
た
。
下
人
は
は
し
ご
を
慎
重
に
上
り
、
楼
の
内

に
無
造
作
に
捨
て
ら
れ
た
幾
つ
も
の
死
体
を
見
た
。
そ
の
と
き
下
人
に
死
体
の
臭
気
を
忘
れ
さ
せ
る
ほ
ど
の
衝
撃
が
走
っ
た
。 

２
節
（
Ｐ
一
八
八
・
４
〜
Ｐ
一
八
九
・
９
）
死
骸
の
中
に
一
人
の
老
婆
が
う
ず
く
ま
っ
て
い
た
。
老
婆
は
女
の
死
骸
か
ら
髪
を
抜
き

始
め
た
。
見
つ
め
る
下
人
の
心
に
あ
ら
ゆ
る
悪
へ
の
激
し
い
憎
悪
が
燃
え
上
が
り
出
し
た
。 

１
節
（
初
め
〜
Ｐ
一
八
三
・
16
）
あ
る
日
の
暮
れ
方
、
一
人
の
下
人
が
羅
生
門
の
下
で
雨
や
み
を
待
っ
て
い
た
。
打
ち
続
く
京
の
災

害
の
た
め
に
、
羅
生
門
の
荒
廃
も
著
し
い
。 

２
節
（
Ｐ
一
八
三
・
１
〜
Ｐ
一
八
五
・
10
）
主
人
か
ら
暇
を
出
さ
れ
、
行
き
所
の
な
い
下
人
は
、
飢
え
死
に
を
避
け
る
に
は
、
盗
人

に
な
る
よ
り
ほ
か
に
し
か
た
が
な
い
と
思
案
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
肯
定
す
る
勇
気
が
出
ず
に
い
た
。 

３
節
（
Ｐ
一
八
五
・
11
〜
Ｐ
一
八
六
・
６
）
下
人
は
と
も
か
く
も
夜
を
明
か
そ
う
と
し
て
、
羅
生
門
の
上
へ
は
し
ご
を
上
り
か
け
た
。 

段
意 
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構
成
２ 

下
人
の
心
理
の
変
化
と
連
続
を
中
心
に
捉
え
て
、
下
人
の
行
動
と
の
関
連
で
、
次
の
四
段
に
分
か
つ
。 

 

                 

  
 

第
四
段 

 

第
三
段 

 

第
二
段 

 

第
一
段 

 
１
節 

非
情
に
剝
ぎ
取
る 
 

（
Ｐ
一
九
二
・
13
〜
Ｐ
一
九
三
・
11
） 

２
節 

行
方
不
明 

 
 
 
 

（
Ｐ
一
九
二
・
12
） 

 

「
楼
上
」
で
老
婆
に
対
し
て
引
剝
ぎ
を
し
て
、
立
ち
去
る
場
面
の
心
理
（
Ｐ
一
九
二
・
13
〜
終
わ
り
） 

 

１
節 

満
ち
足
り
た
思
い 

 

（
Ｐ
一
八
九
・
10
〜
Ｐ
一
九
〇
・
15
） 

２
節 

期
待
は
ず
れ 

 
 
 

（
Ｐ
一
九
〇
・
10
〜
Ｐ
一
九
二
・
４
） 

３
節 

考
え
が
固
ま
る 

 
 

（
Ｐ
一
九
二
・
５
〜
12
） 

 

「
楼
上
」
で
老
婆
を
捕
ら
え
て
か
ら
、
そ
の
話
を
聞
く
場
面
ま
で
の
心
理
（
Ｐ
一
八
九
・
10
〜
Ｐ
一
九
二
・
12
） 

１
節 

寝
場
所
を
探
す 

 
 

（
Ｐ
一
八
五
・
11
〜
Ｐ
一
八
六
・
６
） 

２
節 

人
の
気
配
に
気
づ
く 

（
Ｐ
一
八
六
・
７
〜
Ｐ
一
八
七
・
16
） 

３
節 

激
し
い
憎
悪
を
抱
く 

（
Ｐ
一
八
八
・
１
〜
Ｐ
一
八
九
・
９
） 

「
門
の
下
」
で
立
ち
上
が
っ
て
か
ら
、「
は
し
ご
」
の
上
段
で
楼
内
の
様
子
を
う
か
が
う
場
面
ま
で
の
心
理
（
Ｐ
一
八
五
・
11
〜
Ｐ
一
八
九
・
９
） 

 

１
節 

羅
生
門
の
状
況 

 
 

（
初
め
〜
Ｐ
一
八
三
・
16
） 

２
節 
考
え
あ
ぐ
ね
る 

 
 

（
Ｐ
・
一
八
四
・
１
〜
Ｐ
一
八
五
・
10
） 

「
門
の
下
」
で
座
り
な
が
ら
、
思
案
し
て
い
る
場
面
の
心
理
（
初
め
〜
Ｐ
一
八
五
・
10
） 
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こ
の
構
成
の
下
で
、
下
人
の
心
の
動
き
を
逐
次
的
に
追
っ
た
も
の
が
、
次
の
表
組
で
あ
る
。 

 
門
の
下 

                

は
し
ご 

         

楼
の
上 

    

場
所 

第二段 第一段 
段
落 

中
断 

     

警
戒 

   

衝
撃 

漠
然 

  
思
案 

     

躊
躇 

様
態 

あ
る
強
い
感
情 

 

「
六
分
の
恐
怖
と
四
分
の
好
奇
心
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

↓
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
←
 

少
し
ず
つ
、
恐
怖
が
消
え
、
憎
悪
が
動
い
て
く
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
↓
 

激
し
い
憎
悪 

 

「
あ
ら
ゆ
る
悪
に
対
す
る
反
感 

緊
張 

 

「
息
を
殺
し
な
が
ら
、
上
の
様
子
を
う
か
が
っ
て
い
た
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
←
 

恐
れ 

 

「
恐
る
恐
る
、
楼
の
内
を
の
ぞ
い
て
み
た
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
←
 

と
も
か
く
も
、
夜
を
明
か
そ
う 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
←
 

 
 

「
雨
風
の
憂
え
の
な
い
、
人
目
に
か
か
る
お
そ
れ
の
な
い
、
一
晩
楽
に
寝
ら
れ
そ
う
な
所
が
あ
れ
ば
」 

 

 
 
↓
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
←
 

高
を
く
く
る 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
←
 

 
 

「
人
が
い
た
に
し
て
も
、
ど
う
せ
死
人
ば
か
り
で
あ
る
」 

途
方
に
暮
れ
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
←
 

 
 
↓
 

と
り
と
め
も
な
い
考
え
を
た
ど
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
←
 

 
 

「（
飢
え
死
に
を
避
け
る
た
め
に
は
）
手
段
を
選
ん
で
い
る
暇
は
な
い
」 

 
 

「
選
ば
な
い
と
す
れ
ば
、
盗
人
に
な
る
よ
り
ほ
か
に
し
か
た
が
な
い
」 

 
 
↓
 

た
め
ら
い 

 
 

「
積
極
的
に
肯
定
す
る
だ
け
の
、
勇
気
が
出
ず
に
い
た
」 

「
大
き
な
に
き
び
を
気
に
し
な
が
ら
」 

「
ぼ
ん
や
り
、
雨
の
降
る
の
を
眺
め
て
い
た
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
←
 

下
人
の
心
理
（
心
の
動
き
） 

雨
の
夜
、
死
体
が
転
が
る
楼
上 

死
人
の
髪
を
抜
く
老
婆
を
目
撃 

〈
異
常
な
状
況
下
の
異
様
な
光
景
に
対

す
る
衝
撃
〉 

情
緒
的
、
感
覚
的
反
応 

の
ぼ
り
か
け
て
火
を
見
る 

上
ま
で
は
う
よ
う
に
上
る 

〈
予
期
せ
ぬ
事
態
へ
の
身
構
え
〉 

迫
る
雨
風
の
夜
の
寒
さ 

〈
心
身
の
疲
労
〉 

寝
る
と
こ
ろ
を
探
す 

は
し
ご
を
見
る 

〈
休
め
る
場
所
と
い
う
意
識
〉 

失
職
に
よ
る
生
活
不
安 

 

羅
生
門
の
荒
廃
、
晩
秋
の
日
暮
れ
か
ら

夜
へ
の
推
移
、
雨
な
ど
の
重
苦
し
さ
が
、

S
e
nt

im
en

ta
li

sm
e 

に
影
響 

〈
陰
鬱
な
状
況
下
で
の
不
安
〉 

 

〈
実
行
の
不
決
断
〉 

日
暮
れ
、
羅
生
門
の
下 

雨
や
み
を
待
つ 

下
人
の
行
為
・
状
況 
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楼
の
上 

                       

門
の
下 

第四段 第三段 

断
行 

        

断
絶 

自
足 

   

疑
問 

  
意
外 

  

契
機 

永
遠
の
添 

「
下
人
の
行
方
は
、
誰
も
知
ら
な
い
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
←
 

老
婆
へ
の
嘲
り 

 
「
俺
が
引
剝
ぎ
を
し
よ
う
と
恨
む
ま
い
な
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
←
 

 
 
↓
 

正
当
化 

 

「
俺
も
そ
う
し
な
け
れ
ば
、
飢
え
死
に
を
す
る
体
な
の
だ
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
←
 

 
 
↓
 

果
断
な
行
動 

 
 

「
す
ば
や
く
、
老
婆
の
着
物
を
剝
ぎ
取
っ
た
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
←
 

 
 

「
手
荒
く
死
骸
の
上
へ
蹴
倒
し
た
」 

 
 

「
瞬
く
間
に
急
な
は
し
ご
を
夜
の
底
へ
駆
け
下
り
た
」 

あ
る
勇
気 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
←
 

 
 

「
門
の
下
で
、
こ
の
男
に
は
欠
け
て
い
た
勇
気
」 

 
 

「
老
婆
を
捕
ら
え
た
と
き
の
勇
気
と
は
、
全
然
、
反
対
な
方
向
に
動
こ
う
と
す
る
勇
気
」 

 
 
↓
 

飢
え
死
に
は
意
識
の
外 

老
婆
の
平
凡
な
答
え
へ
の
失
望 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
←
 

憎
悪
の
復
活
と
冷
や
や
か
な
侮
蔑 

勝
利
者
の
意
識 

 

「
老
婆
の
生
死
が
、
全
然
、
自
分
の
意
志
に
支
配
さ
れ
て
い
る
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
←
 

 
 
↓
 

憎
悪
の
沈
静
化 

 

「
安
ら
か
な
得
意
と
満
足
」 

 
 
↓
 

老
婆
の
行
動
の
訳
を
知
り
た
い 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
←
 

 
 

「
何
を
し
て
い
た
の
だ
か
、
そ
れ
を
俺
に
話
し
さ
え
す
れ
ば
い
い
の
だ
」 

夜
の
闇
に
消
え
る 

〈
宙
吊
り
に
さ
れ
た
未
来
〉 

老
婆
へ
の
念
押
し 

 

老
婆
の
論
理
を
逆
手
に
取
る 

〈
口
実
の
投
げ
返
し
〉 

 

老
婆
の
着
物
を
剝
ぐ 

〈
踏
み
切
っ
た
一
歩
〉 

老
婆
の
弁
明
を
聞
く 

〈
口
実
の
発
見
〉 

老
婆
の
答
え
を
聞
く 

〈
期
待
外
れ
〉 

老
婆
を
ね
じ
倒
す 

 

〈
勝
利
者
の
余
裕
〉 

 

老
婆
に
問
う 

〈
行
為
へ
の
疑
問
〉 


